Condition of Volunteer Application 

アジア学院ボランティア受入要項

アジア学院では、毎年アジア・アフリカ諸国を中心とした農村地域より、年間約30名の学生を迎え、第三世界の中堅農村指導者の養成を行っています。これらの学生と寝食を共にしながら、農作業・実習のサポートや学校運営に必要な業務などをお手伝いして下さる、ボランティアを国内外より受け入れています。
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目　　的：

アジア学院に滞在しながらスタッフのアシスタントとしてアジア学院の運営をサポートすることを目的とします。学院の運営に必要な作業に従事し､アジア･アフリカの農村地域の課題を共に考えることや、共に生活し働くことを通して､自身の人間的成長も目指します。

資　　格：

学院の主旨に賛同し､アジア・アフリカ諸国の学生と共に働く事ができ、また学院の共同生活のルールに従っていただける

18歳以上の男女。

仕事内容：

学院で必要とされる業務全般。（アジア学院の一日のスケジュールは下記参照。）

農場（作物・畜産・養魚等）／給食･食品加工／営繕／ゲストハウス運営/イベント企画/学生募集／など

（注）仕事内容は､希望セクションを決めていただきアジア学院の必要に応じて決定します。

ご希望にそえない事もあります。

期　　間：

3ヶ月以上（９０泊）以上１年未満　≪９０泊未満の場合はワーキングビジター（短期滞在）になります≫

経　　費：

食費　　　１ヶ月で３０,０００円　（５００円/1食）　　　　※日曜日のみ昼食がありません。

寮費　　　学院負担

　＜　経済的に困難がある場合、以下の援助制度が利用できます。＞

食費負担分の一部あるいは全部免除：ボランティア全員に適用されます。ご希望の方は、事前に申込書にある食費免除申請書を記入の上、提出ください。

（注）ボランティア期間中アルバイトは禁止しておりますので、住民税（働いていた方）や年金等、お支払いの目途をつけた上でお越し下さい。

福利面：
ボランティア保険に加入します。（傷害事故を補償します）

申し込み手続き：

下記の書類をアジア学院に郵送、またはE-mailでお送りください。

申込書、志願動機書　（アジア学院のホームページからダウンロードできます。）

食費免除申請書（希望者のみ。アジア学院のホームページからダウンロードできます。）
健康診断書（胸部X線/尿検査を含みます）
アジア学院にて、もしくは電話にて面接をさせていただきます。面接の日程は追って連絡いたします。　（ボランティア定員に達した場合は受け入れることができませんのであらかじめご了承ください。）
ボランティアを希望する方々には、ワーキングビジター(短期滞在)として、数日間実際にアジア学院に滞在し、仕事を体験していただく事を条件とします。どのような所なのか、どのような事を目指しているのか等を実際に見ていただいた上でボランティアとしての申し込みを決定していただくようお願いいたします。

一日のスケジュール

  ６：３０～７：００　　　Exercise &Ｃleaning　　　
体操・清掃

  ７：００～８：００　　　Morning Foodlife work　　
朝の食生活作業
  ８：１５～９：１０　　　Breakfast & Break　　　　 
朝食、食器洗い・休憩
  ９：１０～９：４５　　　Morning Gathering 　　　　
朝の集い(土・日はありません）
　９：４５～１２：３０　　Morning Activities 　　　　
午前の作業

１２：３０～１３：３０　　Lunch & Break 　　　　　　
昼食、食器洗い・休憩（日曜日の昼食はなし）　　　　

１３：３０～１７：００　　Afternoon Activities　  　
午後の作業
１７：００～１８：００　　Evening Foodlife work　　 　　
夕方の食生活作業
１８：００～１８：３０　　Free Time　　　　　 　 　

自由時間
１８：３０～２１：３０　　Supper & Free time　　　　
夕食、食器洗い・自由時間
２１：３０～　　　　　　　Night Patrol    　　　　　　　　　　　　　夜警

アジア学院・アジア農村指導者養成学校

ボランティア　申込書

年　　　月　　　日 現在
	ふりがな
	

	氏　名
	印

	生年月日
	　　1 9     年　　　月　　　日　生（　　　才）
	性別
	 男・女

	　現住所
	〒（　　　－　　　）

E-mail　　　　　　　　　　　　　　 ( (　　　)　　　－　　　　

	　帰省先


	〒（　　　－　　　）

　　　　　　　　　　　　( (　　　)　　－　　　　

（緊急連絡先ないし実家が上記と異なる場合のみ記入）

	年
	月
	経歴（学歴・職歴等）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


何か信じている宗教がありますか？　　　　　　　　　　　　　　　教
	担当セクションの

第一希望：

	担当セクションの

第二希望：

	希望セクションで活かせそうな事はありますか（技術、経験、資格、性格など）

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	運転免許証の有無　　　　　MT　　　・　　　　オートマ車のみ　　　　　・　　　　　無し

　　　　その他免許があればお書きください（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	外国語（アジア学院の共通語は英語です）

★英語：よく理解できる　・大体理解できる　・少しなら理解できる　・ほとんど理解できない

★英語以外の外国語でできるものがありますか？（　　　　　　　　　　　　　）

	ボランティア希望期間　　　20　　年　　月　　日　～　　　　月　　日



	ボランティア経済援助　（下記の　要・不要　の該当するところに丸をつけてください。）

食費負担分免除：　　　　　　要　　・　　　不要

（“要”に丸をつけられた方は、食費免除申請書にご記入ください）

	家族構成をご記入ください。

	続柄
	家族氏名
	性別
	年令
	続柄
	家族氏名
	性別
	年令

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	アジア学院でボランティアをすることについて、御家族以外に貴方を応援して下さる方２名の御名前を記して下さい。貴方に関して問い合わせをすることがあるかもしれないことをご了承ください。

	　氏　名
	住　所
	電話番号
	あなたとの

御関係

	１
	
	
	

	２
	
	
	


アジア学院　ボランティア　志望動機書

あなたが今回アジア学院のボランティアとして働くことを志望されるに至った動機をお書きください

	氏名：　　　　　　　　　　　記入年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　


	志望動機




ボランティア食費免除制度
目　的　　

アジア学院では、ボランティア精神にのっとり原則として経費自己負担（食費30000円/月）を条件として、ボランティアの受け入れをおこなっています。しかし、志はあっても経済的な理由でボランティア活動を断念せざるを得ない場合があるとすれば大変残念なことです。そこで､こうした人へもボランティとしての道を開くことを目的として「ボランティア食費免除制度」を設けました。

対　象　　

３ヶ月以上のアジア学院ボランティア

期　間　　

ボランティア活動期間

免　除　　

本人の経済的状況を考慮し、免除をいたします。

申請方法　　
下記の申請書に記入の上、その他の申込用紙とともにアジア学院までお送りください。


ボランティア食費免除申請書


アジア農村指導者養成専門学校　担当係御中

下記の通りアジア学院ボランティア期間中の食費免除を申請いたします。

（下記の□にいずれかチェックを記入してください。）

全額３万円免除を希望します。

一部免除を希望　＊毎月＿＿＿円まで自己負担可能なので

それを超える＿＿＿＿円に関し免除を希望します。
	申請日
	年　　　　月　　　　日

	申請者名

	

	申請理由

	





写　　真








